
輝かしい明日への架け橋

伊勢湾口道路
未来の潮騒が聞こえる
伊勢湾地域の明日を拓くプロジェクト

伊勢湾地域の持つ魅カ
(1カ湾地裁は 占来より東西文

``回

の接点に位置する

ととも|=薔黒湖文化圏にも辿なり,勢 神官など豊かな
F史 文化を有し活発な交流が行われてきた地域です.

伊勢湾の海岸緻は 東京清や大阪湾に比べ 緑豊富
如 ■が残されており湾 部の両岸は,勢 志摩国立公
国 三河0国 t公 園に指定されています.周辺地域にも

中部山rF日立公園や鈴鹿口定公同など多くの自然公回
がありまた 都1,部でも豊かな自然を■,す ることができ
るなど自体環境に息まれた地域です.

伊勢清地域では 中れ国際空港や伊勢湾口道絆 リエア

1'央新饗 2∞5年日本国際博覧会などの国家的プロ

ジェクトをはじめとして 物流機能 国際交流機llt産業

技術機能 アミューズメン漱 t等 を,う数多くのプロジェ

クトカ溝 想展開されています.

伊勢湾口道路
伊勢湾口道路建設促進期成同盟会

事B局 二重県 政策部 交通政策室内
〒514-3570 津市広Bl町13番地
TEL'059-224-2805 FAX:059-224-3104
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